
■問合せ　市立美術館（電話 0739-24-3770）

生誕110年　
秋野不矩－あふれる生

いのち

命の輝き

■開館時間　10時～ 17時（入館は 16時 30分まで）
■休館日　毎週月曜日（ただし 2月 11日は開館）、2月 12日（火）、3月 22日（金）
■観覧料　600 円（480 円）
※（  ) 内は 20名以上の団体割引料金です。
学生及び 18歳未満の方は無料です。
その他観覧料の減額や免除の制度もありますのでお問い合わせください。

■展覧会内容　新しい日本画の表現を追求し、インドの情景を描いた作品によって比類ない画境を拓い
た秋野不矩（1908 ～ 2001）の芸術を、生誕 110 年を機に回顧します。

特別展

記念講演会　
『秋野不矩の生涯と芸術
　　　　　　　－生

いのち

命の輝きを描く』
◇日時　３月９日（土）　14時～
◇場所　市立美術館「研修室」
　　　　（手話通訳がつきます）
◇講師　鈴木満広（浜松市秋野不矩美術館学芸員）

展示解説会
◇日時　・２月 23日（土）
　　　　・３月 23日（土）
　　　　両日とも 14時～
◇講師　市立美術館学芸員
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紙面で使用するマーク等の説明

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇料金や申込み方法の記載のないものは、不要です。
◇市役所の開庁時間（申込み・問合せ等の受付を含
む。）は、㊗を除く㊊～㊎の 8時 30 分～ 17 時 15 分
です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課の一部窓
口を 19 時まで延長しています。

今月の表紙写真

広報田辺　平成 31年 2月号・目次

02 目次・特集「梅見心地」

08 トップニュース
都市計画区域が変更されました／市民なわとび大
会の参加者を募集します　ほか

26 みんなの彩時記
パラリンピック競技の体験を通じて／祝！
630 名が新たな希望を胸に　ほか

14 情報ボックス
家族介護教室を開催します／田辺市社会教育
委員を募集します　ほか

22 みんなの広場

20 相談日程等

　今月の表紙は、紀州田
辺石神梅林で梅の花を撮
影しました。見頃はこれ
からですが、ここから見
える一面に広がる梅林が
楽しみですね。

　

市
の
特
産
品
で
あ
る
梅
。
そ
の

梅
の
花
が
見
ら
れ
る
季
節
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

梅
の
花
に
も
た
く
さ
ん
の
種
類

が
あ
り
、『
紀
州
石
神
田
辺
梅
林
』

で
は
魅
力
あ
る
景
色
が
堪
能
で
き

ま
す
。

　

是
非
、
皆
さ
ん
も
観
梅
に
行
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

観
光
振
興
課 

地
域
観
光
係
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）
９
９
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梅
振
興
室

　

０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
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９

特集

梅 
見 

心 
地

な
ぜ
田
辺
に
梅
が
広
ま
っ
た
の
か

　

田
辺
周
辺
地
域
は
、
日
本
国
内
の

50
％
以
上
の
生
産
量
（
平
成
26
年
農

林
水
産
統
計
）
を
占
め
る
日
本
一
の

梅
の
生
産
地
で
す
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど

広
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

江
戸
時
代
、
和
歌
山
県
は
徳
川

御
三
家
の
一
つ
で
あ
る
紀
州
徳
川
家

が
治
め
た
地
で
あ
り
、
初
代
藩
主

徳
川
頼よ
り
の
ぶ宣

公
の
附つ
け
が
ろ
う

家
老
と
し
て
紀

州
に
入
っ
た
安
藤
直な
お
つ
ぐ次

公
は
、
田
辺

３
万
８
8
０
０
石
の
土
地
を
授
か
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
田
辺
領
内
は
耕

作
不
能
な
土
地
や
生
産
力
の
低
い
痩

せ
地
が
広
が
り
、
作
柄
も
悪
く
、
農

民
の
暮
ら
し
は
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

　

領
主
の
安
藤
氏
は
、
痩
せ
地
や
山

の
斜
面
に
梅
の
栽
培
を
奨
励
し
、
そ

の
土
地
を
田
畑
の
耕
作
不
能
な
地
域

と
し
て
、
税
を
免
除
す
る
保
護
政
策

を
と
っ
た
た
め
、
田
辺
・
み
な
べ
を

中
心
に
梅
の
栽
培
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

元
々
梅
干
し
は
、
僧
侶
が
食
べ
、

武
士
が
毒
消
し
・
兵
糧
な
ど
に
用
い

て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
入
る
と

庶
民
も
食
べ
た
り
、
民
間
治
療
や
薬

に
も
用
い
ら
れ
た
り
し
て
定
着
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
梅
干
し
を

江
戸
に
送
る
よ
う
に
な
り
、
元
禄

頃
（
１
６
８
８
～
１
７
０
３
年
、
将

軍
徳
川
綱
吉
時
代
）
ま
で
に
紀
州
の

名
産
物
と
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
紀
州
５
代
藩
主
徳

川
吉
宗
（
後
の
８
代
将
軍
）
が
、
梅

干
し
の
保
存
を
奨
励
し
た
こ
と
か
ら

も
、
梅
の
栽
培
が
更
に
盛
ん
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

梅
に
携
わ
る
人
々
は
、
先
人
た
ち

の
苦
し
か
っ
た
日
々
を
忘
れ
ず
、
梅

の
品
種
改
良
に
取
り
組
み
、
努
力
を

惜
し
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
現

在
、
南
高
梅
や
古
城
梅
を
中
心
に
、

紀
州
の
梅
と
し
て
収
穫
量
と
質
共
に

日
本
一
を
誇
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

梅を知る

初代 安藤直次公（籐
とうがん
巌公）

　弘治元年（1555）～寛永 12 年
（1635）、享年 81 歳。幼少から徳川
家康に近接し、姉川合戦・長篠合戦・
長久手合戦などに従軍、後に家康の
側近として幕政に参画した。
　明治 19 年（1886）有志により、
直次公の功績に感謝し、鬪雞神社
内に籐巌神社を建立。平成 31 年は、
鬪雞神社が創建されて 1600 年、直
次公が田辺城に入城して 400 年の記
念の年にあたる。

日
本
人
に
と
っ
て
の
梅

　

梅
は
、
寒
さ
に
耐
え
、
桃
や
桜
に

先
駆
け
て
美
し
い
花
を
開
き
、
芳

し
い
香
り
を
漂
わ
せ
る
こ
と
か
ら
、

万
葉
集
で
は
桜
の
42
首
に
対
し
、

１
１
８
首
も
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
観
梅
」「
松
竹
梅
」
と
い
っ
た

言
葉
か
ら
も
古
く
か
ら
日
本
人
の
心

に
深
く
関
わ
り
、
愛
さ
れ
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

梅
の
品
種

　

利
用
上
の
分
け
方
と
し
て
「
花

梅
」
と
「
実
梅
」
に
区
別
さ
れ
ま
す

が
、
厳
密
に
区
別
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
花
梅
と
呼
ば
れ
て
い
る

も
の
は
花
の
鑑
賞
が
主
で
、
結
実
が

良
く
な
い
か
果
肉
が
薄
く
種
が
大
き

い
な
ど
、
果
実
と
し
て
の
品
質
が
良

く
な
い
も
の
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
一
方
、
実
梅
は
結
実
や
品
質
の

良
い
も
の
が
多
く
、
花
の
色
も
白
か

淡
紅
で
紅
色
の
濃
い
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
開
花
は
一
般
的
に
遅

い
も
の
が
多
く
、
花
弁
も
ほ
と
ん
ど

が
一
重
で
す
。

南 高 古 城 月 影 八重寒紅 大 盃 紅 冬 至 金 獅 子 大輪緑萼

特集 梅 地心見
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大蛇峰展望台

売店

梅の花を見に行こう

……オススメ撮影ポイント

標高 400 ｍ

秋津川・市街地方面

20 分

5 分

10 分

約30分

やや急な坂
もあります。
無理はせず
体調には注意
してください。

上
芳
養
方
面

弁慶像

　梅の花といえば、観光地としても有名な『紀州石神田
辺梅林』があります。
　標高 400 ｍの大蛇峰をはじめとする山々に囲まれた
石神地区。江戸時代から梅栽培が行われていましたが、
明治 22 年の大水害で大蛇峰がまるで半分に割れたよう
に大崩落しました。その山肌に梅の木を植えたのがこの
梅林の始まりです。
　目の前に広がる梅畑が遠く太平洋に向かって山々と共
に折り重なる様はここの醍醐味です。その雄大な眺望を
是非一度ご覧ください。

一面に広がる梅の花を
見ることができます！

トイレ

車両行き止まり

是非、 田辺梅林へ 石神 忠夫 さん

濱田 妙子 さん濱田 千代子 さん

田辺梅林スタッフの皆さん

時間と体力に余裕のある方は、

大蛇峰展望台から奥へと続く

ウバメガシの散策道がオススメ！

ピンクのテープを目印に→

特集

紀州天満宮

梅公園

ビニールハウス

石神市

休憩所

なんてすごい
景色！

開園中は様々な
イベントも
あります！

入口ゲート

パイロットファーム

売店では梅うどん、

石神母さん特製弁当（要予約）

などを販売していますよ！

無料Ｐ

5 分
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
純
林

無料Ｐ

5 分

梅 地心見
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ミツバチによる受粉

◇多様な水生生物

◇森林保全
　・水源涵養
　・崩落防止
◇製炭
◇生物多様性

薪炭林

梅林

里山ため池

雨

◇梅生産
　・草生栽培
　・表土の保護
　・有機物補給

里地
◇梅加工
　・雇用創出
◇多様な農産物

水の流れ

水の流れ

かん

ミツバチによる受粉

◇多様な水生生物

◇森林保全
　・水源涵養
　・崩落防止
◇製炭
◇生物多様性

薪炭林

梅林

里山ため池

雨

◇梅生産
　・草生栽培
　・表土の保護
　・有機物補給

里地
◇梅加工
　・雇用創出
◇多様な農産物

水の流れ

水の流れ

かん

梅花の香りに包まれて

2/9～ 3/10は
紀州石神田辺梅林へ♪

2/10 ・ 24

ご当地キャラまつり

2/11

紀州天満宮 「梅花祭」

2/17
祝梅祭

3/3

神島屋 「梅やきとり ・

梅あられ」 販売

3/10

石神 大感謝餅まき大会

その他にもたくさんの催しがあります !!
詳しくは、観光振興課まで

2/24 は第 5回南紀田辺UMEロードマラソンを観戦♬

　田辺西バイパスを通
り、梅の花が咲き乱れ、
梅の香りが漂う街道をラ
ンナーが駆け抜けます。
☆UMEロードマラソン実
行委員会（牟婁商工会内）
☎ 0739（35）1110 廣

ひろた

田 凌
りょうき

貴 さん

第 2回から出ていて、 今年も走ります。
梅の花が咲く中、風で花が舞っている様子や香りなどを楽しんで走っています。

特集

梅
の
花
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

　

市
は
梅
の
一
大
産
地
で
あ
る
の

で
、
地
元
の
方
は
梅
の
花
を
身
近
に

感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
梅
の
花
を
見
ら
れ
る
場

所
が
、
紀
州
石
神
田
辺
梅
林
で
す
。

梅
の
花
が
咲
き
始
め
る
季
節
に
な
る

と
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い

る
お
客
さ
ん
か
ら
、
開
花
情
報
の
問

合
せ
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

紀
州
石
神
田
辺
梅
林
の
特
徴
は
、

何
と
言
っ
て
も
一
面
に
広
が
る
梅
の

花
と
海
ま
で
見
渡
せ
る
景
観
で
す
。

梅
の
花
は
見
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
当

地
に
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
方
に
は
、

是
非
、
他
に
は
な
い
景
観
を
体
感
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
初
の
催
し
の
『
石
神 

大
感
謝

餅
ま
き
大
会
』
や
、
３
年
に
一
度
の

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

歴
史
の
あ
る
紀
州
石
神
田
辺
梅

林
。
た
く
さ
ん
の
方
々
に
こ
れ
か
ら

も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

観光振興課 地域観光係
溝端 一太

　「みなべ・田辺の梅システム」
とは、養分が乏しい礫

れき

質土（小石
の混ざった土）の斜面を活用して
薪
しんたんりん

炭林（薪
たきぎ

や炭の原料となる木材
を採取するための森林）を残しな
がら梅林を配置し、高品質な梅を
持続的に生産するシステムです。
　地域の気候や土地、生物等を有
効に活用し、梅を中心とした農業
で生活を支えてきました。

システムの概要

海
外
か
ら
視
察
に

　
F
A
O
駐
日
連
絡
事
務
所

が
、「
開
発
途
上
国
に
お
け
る

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
に
向
け

た
人
材
育
成
事
業
」
を
実
施
し

て
お
り
、　
今
年
度
は
11
月
12

日
〜
16
日
に
、
世
界
農
業
遺
産

認
定
に
高
い
関
心
を
持
つ
開
発

途
上
国
（
エ
チ
オ
ピ
ア
・
ウ
ガ

ン
ダ
）
の
研
修
生
が
み
な
べ
・

田
辺
地
域
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
視
察
と
し
て
も
、

台
湾
や
中
国
な
ど
か
ら
訪
れ
る

な
ど
、
世
界
が
注
目
す
る
モ
デ

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

紀
州
石
神
田
辺
梅
林
を
訪
れ
た

エ
チ
オ
ピ
ア
・
ウ
ガ
ン
ダ
の
研
修
生

▲

世界に認められた農業景観
　

平
成
27
年
12
月
15
日
、
イ
タ
リ

ア
共
和
国
ロ
ー
マ
の
国
連
食
糧
農
業

機
関
（
F
A
O
）
本
部
で
開
催
さ
れ

た
「
G
I
A
H
S
運
営
・
科
学
合

同
委
員
会
」
で
、「
み
な
べ
・
田
辺

の
梅
シ
ス
テ
ム
」
が
世
界
農
業
遺
産

（
G
I
A
H
S
）に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
農
業
遺
産
は
、
次
世
代
に
受

け
継
が
れ
る
べ
き
伝
統
的
な
農
業

と
、
そ
れ
に
関
わ
っ
て
育
ま
れ
た
文

化
・
景
観
・
農
業
生
物
多
様
性
な
ど

が
一
体
と
な
っ
た
世
界
的
に
重
要
な

農
業
シ
ス
テ
ム
を
F
A
O
が
認
定

し
、
保
全
と
持
続
的
な
活
用
を
推
進

す
る
も
の
で
す
。

　

紀
州
石
神
田
辺
梅
林
は
、
世
界
に

認
め
ら
れ
た
農
業
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ

ル
地
で
も
あ
り
ま
す
。

▲『みなべ・田辺の梅システム』ロゴマーク

梅 地心見
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鬪雞神社

軽自動車等の手続はお早めに！

問合せ　税務課  庶務係（☎ 0739-26-9919）
　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
か
か
り
ま
す
。
譲

渡
や
廃
車
、
盗
難
等
で
車
体
が
手
元

に
な
く
て
も
登
録
が
残
っ
て
い
る
と

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
原
動
機
付
自
転
車
・
ミ
ニ
カ
ー
・

小
型
特
殊
自
動
車
の
手
続
に
必
要
な

も
の

◇
廃
棄
処
分
す
る
と
き
、
市
外
へ
転

出
す
る
と
き
、
市
外
の
方
に
譲
る
と
き

標
識
、
所
有
者
の
印
鑑
、
標
識
交
付

証
明
書
、
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
本

人
確
認
書
類

◇
市
内
の
方
に
譲
る
と
き

新
旧
所
有
者
の
印
鑑
、
標
識
交
付
証

明
書
、
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人

確
認
書
類

◇
標
識
を
破
損
し
た
と
き

標
識
、
所
有
者
の
印
鑑
、
標
識
交
付

証
明
書
、
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
本

人
確
認
書
類

◇
盗
難
・
紛
失
・
解
体
等
で
標
識
や

車
体
が
な
い
と
き

　

所
有
者
の
印
鑑
、
窓
口
に
来
ら
れ

る
方
の
本
人
確
認
書
類
、
盗
難
の
場

合
は
警
察
で
の
受
理
番
号
、
紛
失
の

場
合
は
標
識
弁
償
金
と
し
て
２
０
０

円
・
解
体
の
場
合
は
解
体
証
明
書

︵
標
識
が
な
い
場
合
は
標
識
弁
償
金

２
０
０
円
も
必
要
で
す
。︶

※
標
識
交
付
証
明
書
は
な
く
て
も
可

能
。
本
人
確
認
に
は
運
転
免
許
証
等

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
所
有
者
死
亡
の
場
合
は
、
廃
車
又

は
名
義
変
更
の
手
続
が
必
要
で
す
。

■
手
続
先

◇
軽
自
動
車
（
四
輪
車
・
三
輪
車
）

軽
自
動
車
検
査
協
会
和
歌
山
事
務
所

☆
０
５
０
︵
３
８
１
６
︶
１
８
４
６

◇
１
２
５
cc
を
越
え
る
二
輪
車

近
畿
運
輸
局
和
歌
山
運
輸
支
局

☆
０
５
０
︵
５
５
４
０
︶
２
０
６
５

◇
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc
以

下
の
二
輪
車
）、
ミ
ニ
カ
ー
、
小
型

特
殊
自
動
車
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
・

ト
ラ
ク
タ
等
）

・
税
務
課 

庶
務
係

☆
上
記
参
照

・
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

☆
19
ペ
ー
ジ
参
照

問合せ　都市計画課  計画整備係（☎ 0739-26-9937）

都市計画区域が変更されました

景観まちづくり刷新事業に伴う道路舗装美装化工事を行います

問合せ　都市計画課  計画整備係（☎ 0739-26-9937）

■
工
事
区
間　

下
屋
敷
町
地
内

︵
左
記
概
略
図
参
照
︶

﹁
ア
オ
イ
交
差
点
～
鬪
雞
神
社

鳥
居
前
交
差
点
の
間
﹂

※
工
事
区
間
を
分
け
て
施
工
し

ま
す
。

　

通
行
止
区
間
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
予
告
看
板
等
で
周
知
し

ま
す
。

■
通
行
止
期
間　

2
月
25
日
㊊

～
4
月
20
日
㊏

※
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、

期
間
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

　

都
市
計
画
区
域
は
、
計
画
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
区
域

で
、
都
市
計
画
の
基
礎
と
な
る

も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
長
期
に
わ
た
り
見

直
し
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
準
都
市
計
画
区
域

の
指
定
を
含
め
た
都
市
計
画
区

域
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
都
市
計
画
区
域
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
準

都
市
計
画
区
域
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

■
都
市
計
画
区
域
の
変
更
︵
平

成
30
年
11
月
30
日
和
歌
山
県
告

示
第
１
２
６
３
号
︶

◇
対
象
地
区　

芳
養
町
・
稲
成

町
の
一
部

■
準
都
市
計
画
区
域
の
指
定

︵
平
成
30
年
11
月
30
日
和
歌
山

県
告
示
第
１
２
６
４
号
︶

◇
対
象
地
区　

下
三
栖
の
全

部
、
中
三
栖
・
中
芳
養
・
上
秋

津
・
城
山
台
の
一
部

※
準
都
市
計
画
区
域
は
平
成
31

年
4
月
1
日
か
ら
施
行

　

対
象
地
区
は
、
建
築
や
開
発

行
為
に
関
す
る
規
制
が
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
上
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

り
ま
す
。

■
工
事
内
容　

市
道
下
屋
敷
町

文
里
港
線
で
、
道
路
舗
装
美
装

化
工
事
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

舗
装︵
石
畳
調
︶を
施
工
し
ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
固
ま
る
ま
で

時
間
を
要
す
る
た
め
、
施
工
中

は
通
行
止
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

付
近
商
店
街
や
住
民
の
方
々
及

び
通
行
さ
れ
る
方
々
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

4
月
2
日
以
降
に
廃
車
や
譲
渡

を
し
て
も
、
そ
の
年
度
の
軽
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
、
月
割
り

で
の
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

車種 税率（年額）

原動機付自転車

総排気量が 50㏄以下 2,000 円
総排気量が 50㏄超 90㏄以下 2,000 円
総排気量が 90㏄超 125㏄以下 2,400 円
ミニカー　 3,700 円

小型特殊自動車
農耕作業用 2,000 円
その他のもの 5,900 円

二輪の軽自動車 総排気量が 125㏄超 250㏄以下 3,600 円
二輪の小型自動車 総排気量が 250㏄を超えるもの 6,000 円

車種

税率（年額）
①平成 27 年 3
月 31日以前に
新車登録（旧）

②平成 27 年 4
月 1 日以後に
新車登録（新）

③新車登録か
ら 13 年経過
（重課）※

軽自動車

三輪で総排気量が 660㏄以下 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪以上で
総排気量が
660㏄以下

乗用 営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物 営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

※③に該当するものは、平成 18 年 3 月 31 日以前に新車登録された車両です。中古車
の場合は、購入された年月と新車登録年月とは異なりますのでご注意ください。（被
けん引車、電気自動車等は除きます。） 

■
原
動
機
付
自
転
車
及
び
二
輪
車
等

の
税
率

　

平
成
31
年
度
は
左
表
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。

■
三
輪
及
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

の
税
率

　

平
成
31
年
度
は
左
表
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
平
成
30
年

度
中
に
新
車
登
録
さ
れ
た
一
定
の
環

境
性
能
を
有
す
る
軽
四
輪
車
等
に
つ

い
て
は
、
そ
の
燃
費
性
能
に
応
じ
て

軽
自
動
車
税
を
軽
減
さ
れ
る
措
置
が

あ
り
ま
す
。

概略図

概略図

芳養

紀伊田辺

紀伊新庄

都市計画区域から除外

準都市計画区域の指定
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寒い中のお風呂に注意しましょう！
～「ヒートショック」をご存じですか？～

問合せ　市消防本部（☎ 0739-22-0119）     
　

入
浴
中
に
意
識
を
な
く
し
た
り
、

ト
イ
レ
で
胸
が
苦
し
く
な
っ
た
り
し

ま
せ
ん
か
？ 

寒
い
日
に
暖
か
い
部

屋
か
ら
急
に
寒
い
ト
イ
レ
に
行
っ
た

り
、
寒
い
脱
衣
場
か
ら
急
に
暖
か
い

湯
船
に
入
っ
た
り
す
る
と
、
血
圧
が

急
激
に
変
化
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、

心
臓
に
負
担
が
掛
か
り
、
気
を
失
っ

た
り
、
胸
が
苦
し
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
こ
れ
を
、﹁
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
﹂

と
言
い
ま
す
。

　

湯
船
の
中
で
気
を
失
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
発
見
さ
れ
た
方
の
多
く
が

﹁
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
﹂
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
消
防
本
部
管
内
で
は
、
平
成
25

年
～
平
成
29
年
に
入
浴
中
に
起
こ
っ

た
救
急
発
生
件
数
は
２
０
４
件
に
な

り
ま
す
。
月
別
に
見
て
み
る
と
、
圧

倒
的
に
冬
季
の
発
生
件
数
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。︵
左
記
参
照
︶

問合せ　下記参照

第 5 回南紀田辺 UME ロードマラソン開催に伴う道路通行止め・
交通規制についてご案内します

新庁舎整備事業の進捗について

問合せ　新庁舎整備室  計画係（☎ 0739-34-3336）     

■
規
制
期
間

２
月
24
日
㊐　

９
時
～
13
時

☆
田
辺
西
バ
イ
パ
ス
︵
芳
養
ラ

ン
プ
～
田
辺
イ
ン
タ
ー
入
口
交

差
点
︶
及
び
そ
の
区
間
へ
の
進

入
路

※
歩
行
者
の
歩
道
の
通
行
は
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス

沿
道
で
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

※
田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
内

は
、
８
時
30
分
～
15
時
ま
で
車

両
進
入
禁
止
︵
一
部
除
く
。︶

　

今
回
よ
り
、
田
辺
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

に
開
催
し
ま
す
。
走
行
コ
ー
ス

も
変
更
と
な
り
、
田
辺
西
バ
イ

パ
ス
を
通
り
、
中
芳
養
・
上
芳

養
ま
で
の
コ
ー
ス
に
な
り
ま

す
。
開
催
当
日
は
、
近
隣
住
民

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
数
の

方
々
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
Ｕ
Ｍ
Ｅ
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン
実

行
委
員
会
︵
牟
婁
商
工
会
内
︶

☆
０
７
３
９
︵
３
５
︶
１
１
１
０

☆

h
t

t
p

:/
/

w
w

w
2

.
w

-shokokai.or.jp/m
uro/

■
新
庁
舎
整
備
用
地
の
取
得
に

つ
い
て

　

新
庁
舎
整
備
用
地
に
つ
い
て

は
、
オ
ー
ク
ワ
社
と
締
結
し
た
土

地
売
買
仮
契
約
が
、
昨
年
12
月

20
日
の
本
会
議
に
お
い
て
可
決

さ
れ
、
本
契
約
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
事
業
の
進
捗
に
合
わ

せ
て
、
段
階
的
に
土
地
の
引
渡
し

を
受
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
用
地
の
利
用
と
事
業
の
進
捗

に
つ
い
て

　

取
得
し
た
用
地
に
つ
い
て

は
、
左
図
の
と
お
り
利
用
す
る

計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
ゾ
ー
ン
に
は
、
新
庁
舎
、

平
面
駐
車
場
、
駐
輪
場
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
、
２
０
２
０
年

９
月
ま
で
を
業
務
期
間
と
し
て
、

設
計
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
ゾ
ー
ン
に
は
、
店
舗
及
び

立
体
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
平
成
29
年
８
月

に
オ
ー
ク
ワ
社
と
締
結
し
た
新

庁
舎
整
備
事
業
に
係
る
基
本
協

定
に
お
い
て
、﹁
オ
ー
ク
ワ
社

は
、
新
た
な
店
舗
に
よ
る
営
業

継
続
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

み
、
市
は
、
こ
れ
に
協
力
す

る
﹂
こ
と
と
し
て
、
双
方
で
検

討
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
オ
ー
ク
ワ
社
が
、
新
店

舗
の
上
に
立
体
駐
車
場
を
整
備

し
、
そ
の
う
ち
市
が
駐
車
場
と

し
て
必
要
な
部
分
を
買
い
取
る

方
向
で
、
引
き
続
き
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
庁
舎
南
側
に
お
け

る
道
路
交
通
の
安
全
性
と
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
交
差

点
の
集
約
を
図
る
市
道
改
良
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
血
圧
の
関
係

▲

牟
婁
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

至みなべ

Aゾーン
新庁舎
平面駐車場
駐輪場

店舗・
駐車場棟

至
白
浜

至
中
心
市
街
地

二
つ
池

北
菖
蒲
池

Bゾーン

Cゾーン
駐車場等

道路工事区間

概略図

田辺インター入口

芳養ランプ

白浜方面

田
辺
西
バ
イ
パ
ス

中芳養方面

田辺スポーツ
パーク

田辺市
ごみ処理場

芳養団地

■入浴に関係する救急事故（月別）の平成 25 ～ 29 年の累計データ
（市消防本部調べ）

30 件

25 件

20 件

15 件

10 件

5 件

35 件

0 件

40 件

1 月 2 月4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 3 月

■予防するためには
　対策は、温度管理をすることです。特に高血圧の方や高齢者の方は注意が必要です。
◇入浴前に脱衣場・浴室を暖めておく。
◇お風呂の温度は 41 度以下にする。
◇入浴前に足元から心臓に向かって、順に「かけ湯」をする。
◇食事の直後や飲酒後は入浴しない。
◇入浴は家族に一声掛けてから、家族の方は時々声を掛けて様子を見る。

場所 居間・寝室 脱衣場 浴室 湯船

血圧の変化 暖かい部屋で、
血圧は穏やか

寒い場所に入り、
血管が縮まる。

さらに寒い場所に
入り、血管が縮まる。

暖かいお湯に浸かり一
時的に血管は縮まる
が、身体が温まり血管

が広がる。
血圧 低い 上がる 上がる 上がる→下がる

イメージ図
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▼

環境啓発講座　ECO 実験パフォーマンスショーを開催します

問合せ　環境課  環境対策係（☎ 0739-26-9927）     

☆
☆
2
月
23
日
㊏ 

10
時
～

☆
ひ
が
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

☆
冬
季
は
暖
房
の
使
用
な
ど
に

よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量

が
多
い
季
節
で
す
。

　

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

で
す
。
お
も
し
ろ
く
楽
し
い
Ｅ

Ｃ
Ｏ
実
験
を
通
じ
て
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
予
定
︶

◇
水
と
エ
コ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
験

◇
大
型
空
気
砲
実
験

◇
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
実
験

和歌山大学南紀熊野サテライトの受講生を募集します

問合せ　下記参照
　

和
歌
山
大
学
で
は
、
県
立
情

報
交
流
セ
ン
タ
ー
B 

i
ｇ
・

U
内
に
当
地
域
の
高
等
教
育
拠

点
と
し
て
﹁
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ

イ
ト
﹂
を
開
設
し
、
大
学
院
授

業
と
学
部
開
放
授
業
の
開
講
や

地
域
連
携
・
産
学
官
連
携
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
も
県
及
び
紀
南
地
域
の
各

市
町
村
と
と
も
に
﹁
和
歌
山
大

学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト
連
携

協
議
会
﹂
と
し
て
、
南
紀
熊
野

サ
テ
ラ
イ
ト
が
実
施
す
る
活
動

へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
田
辺
市
を
含
む
紀

南
地
域
の
教
育
や
観
光
、
ま
ち

づ
く
り
な
ど
の
各
分
野
に
お
い

て
、
専
門
的
な
視
点
か
ら
助
言

等
を
い
た
だ
く
な
ど
、
南
紀
熊

野
サ
テ
ラ
イ
ト
を
通
じ
た
和
歌

山
大
学
と
の
連
携
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
31
年
度

前
期
受
講
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容　

４
月
～
９
月
の

㊎
及
び
㊏
に
順
次
開
催

◇
大
学
院
授
業 

３
科
目

︵
定
員
各
10
人
︶

・
民
法
の
現
代
的
諸
課
題
～
医

療
過
誤
訴
訟
を
中
心
に
～

・
オ
ト
ナ
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
ラ

イ
フ
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

・
食
農
地
域
づ
く
り
概
論

◇
学
部
開
放
授
業　

２
科
目

︵
定
員
各
30
人
︶

・
地
域
暮
ら
し
の
法
律
学
Ｂ

・
熊
野
郷
土
学
２
Ａ

※
科
目
や
受
講
申
込
み
等
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
南
紀
熊
野
サ

テ
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

B 

i
ｇ
・
U
︵﹁
熊
野
郷
土
学

２
Ａ
﹂
は
新
宮
信
用
金
庫
︶

■
申
込
締
切
日

◇
大
学
院
授
業　

２
月
28
日
㊍

◇
学
部
開
放
授
業 

３
月
15
日
㊎

☆
和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ

ラ
イ
ト

☆
０
７
３
９
︵
２
３
︶
３
９
７
７

︵
開
室
時
間
は
10
時
～
17
時
、

㊐
㊊
㊗
は
休
み
︶

☆

n
an

ku
m

a@
cen

ter.
w

akayam
a-u.ac.jp

　

h
t

t
p

:
/

/
w

w
w

.
w

a
k

a
y

a
m

a
-u

.a
c.jp

/
nanki-kum

ano

市民なわとび大会の参加者を募集します

問合せ　下記参照

☆
3
月
10
日
㊐

☆
◇
受
付　

8
時
～
8
時
30
分

◇
開
会
式　

8
時
40
分
～

☆
田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
﹁
体
育

館
﹂

■
部
門　

左
記
参
照

☆
３
月
１
日
㊎
﹇
必
着
﹈
ま
で

に
、必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

参
加
申
込
書
を
下
記
へ
直
接
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
は
が
き
又

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◇
個
人
跳
び
の
部
（
全
種
目
）・

ペ
ア
跳
び

①
種
目 

②
住
所 

③
氏
名 

④
年

齢 

⑤
性
別 

⑥
学
校
名
・
学
年

︵
児
童
・
生
徒
の
み
︶
⑦
電
話

番
号種目 区分

1 回跳び 幼児の部

2重跳び

小学 1年生の部
小学 2年生の部
小学 3・4年生の部
小学 5・6年生の部
中学生～一般（29歳以下）の部
一般（30 歳以上）の部

3重跳び フリー

◇個人跳びの部（男女別）

種目 区分
ペア跳び フリー 2人 1組
長なわ
連続跳び

フリー（最低人数は 7名）
※回し手を含む。

ダブルダッチ フリー（3人 1組）

大長なわ跳び フリー（17 名～ 22 名）
※回し手を含む。

◇ふれあいなわとびの部
◇
長
な
わ
連
続
跳
び
・
ダ
ブ
ル

ダ
ッ
チ
・
大
長
な
わ
跳
び

①
種
目 

②
チ
ー
ム
名 

③
代
表

者
住
所 

④
代
表
者
氏
名 

⑤
代

表
者
電
話
番
号 

⑥
チ
ー
ム
全

員
の
氏
名

　

そ
の
他
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
管
理

事
務
所
内

田
辺
市
体
育
連
盟
事
務
局
︵
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
︶

〒
６
４
６
︱

０
０
６
１

上
の
山
一
丁
目
23
︱

１
︱

１

☆
０
７
３
９
︵
２
５
︶
２
５
３
１

☆
０
７
３
９
︵
２
５
︶
０
３
８
７

☆

h
ttp

://w
w

w
.city

.
tanabe.lg.jp/sports/

まちづくり市民カレッジ +（プラス）参加者を募集します

問合せ　下記参照
　

豊
か
な
自
然
、
伝
統
、
歴
史
、

産
業
な
ど
、
田
辺
の
持
つ
魅
力

を
再
発
見
し
、
田
辺
が
大
好
き

な
人
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
ま

ち
や
地
域
を
支
え
る
人
づ
く
り

に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
第
３
回
講
座

及
び
第
４
回
講
座
に
ご
参
加
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。講
師
陣
も
幅
広
い
年
齢
層
・

多
彩
な
方
々
を
お
招
き
す
る
予

定
で
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

☆
◇
第
３
回　

２
月
24
日
㊐　

な
ぜ
田
辺
？
移
住
者
か
ら
み
た

田
辺
の
魅
力

　

I
タ
ー
ン
等
で
田
辺
に
移
住

さ
れ
た
方
々
か
ら
見
た
田
辺
の

魅
力
に
つ
い
て
、
大
い
に
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
第
４
回　

３
月
中
旬

や
っ
ぱ
り
田
辺
が
好
き
な
ん
で

す
。
日
本
一
の
ロ
ー
カ
ル
マ
イ

ン
ド
を
目
指
し
て

☆
13
時
30
分
～
︵
予
定
︶

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー　

他

☆
15
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
方

及
び
市
内
の
学
校
又
は
職
場
に

通
学
又
は
通
勤
し
て
い
る
方

☆
各
回
30
名
程
度
﹇
先
着
﹈

☆
第
３
回
が
2
月
20
日
㊌
17

時
、
第
４
回
が
3
月
13
日
㊌
17

◇
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
話 

他

・
講
師　

ら
ん
ま
先
生

☆
小
学
生
以
上

☆
70
名
﹇
先
着
﹈

☆
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ

る
申
込
み
︵
受
付
期
間
は
２
月

４
日
㊊
～
20
日
㊌
︶

①
電
話
に
よ
る
申
込
み

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル

フ
ォ
ー
ム
の
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ

ス
し
、
必
要
項
目
を
入
力
し
て

送
信

☆

h
ttp

://w
w

w
.city

.
tan

ab
e.lg

.jp
/kan

kyo
/

index.htm
l

時
ま
で
に
、
左
記
へ
直
接
お
持

ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
E
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、

左
記
又
は
各
公
民
館
、
各
行
政

局
教
育
事
務
所
に
設
置
す
る
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取

得
で
き
ま
す
。

☆
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
推
進
係

〒
６
４
６
︱

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
︱

１
︵
市
民
総

合
セ
ン
タ
ー
3
階
︶

☆
０
７
３
９
︵
２
６
︶
４
９
０
８

☆
０
７
３
９
︵
２
５
︶
６
０
２
９

☆ shougai@
city.tanabe.

lg.jp☆

h
ttp

://w
w

w
.city

.
tan

abe.lg.jp/sh
ou

gai/
su

ish
in

/jin
zaiiku

sei.
htm

l

ら
ん
ま
先
生

▼
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ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま

２
０
１
９
田
辺
市
開
催
交
流
大
会
の

協
賛
企
業
・
団
体
等
を
募
集
し
ま
す

　

全
国
か
ら
本
市
を
訪
れ
る
選
手
を
は

じ
め
、
大
会
関
係
者
や
一
般
観
覧
者
を

温
か
く
お
迎
え
し
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０
１
９
」
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
、
広
報
啓
発
物
品
や

大
会
運
営
に
要
す
る
物
品
の
提
供
な
ど

を
い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体
等
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

募
集
期
間
は
２
０
１
９
年
９
月
末
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

☆
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま

２
０
１
９
田
辺
市
実
行
委
員
会
事
務
局

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室
内
）

☎
０
７
３
９
（
３
３
）
７
８
５
６

☆
０
７
３
９
（
３
３
）
７
４
９
３

☆nenrinpic@
city.tanabe.lg.jp

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/nenrin/

家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

ご
家
庭
で
介
護
な
さ
っ
て
い
る
方
な

ど
を
対
象
に
、
基
本
的
な
知
識
や
介
護

技
術
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
く
た
め
、

家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
現
在

介
護
を
し
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
い

ざ
介
護
と
い
う
時
の
た
め
に
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

☆
2
月
14
日
㊍
〜
28
日
㊍
に
、
電
話
又

は
窓
口
で
、
各
担
当
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
講
演
「
お
口
の
健
康
を
保
ち
、
全
身

の
健
康
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
」】

☆
☆
2
月
21
日
㊍　

13
時
30
分
〜
15
時

☆
大
塔
健
康
プ
ラ
ザ
２
階
「
会
議
室
」

（
鮎
川
２
５
５
８
―

2
）

☆
20
名
（
申
込
み
不
要
）

■
講
師　

惠
中 
惠
子 
さ
ん
（
歯
科
衛

生
士
）

☆
大
塔
行
政
局 

住
民
福
祉
課

☎
０
７
３
９
（
４
８
）
０
３
０
１

【
講
演
「
嗜
好
品
と
健
康
〜
ア
ル
コ
ー
ル

や
そ
の
他
の
健
康
食
品
に
つ
い
て
〜
」】

☆
☆
2
月
25
日
㊊　

13
時
30
分
〜
15
時

☆
龍
神
市
民
セ
ン
タ
ー
2
階
「
大
会
議

室
」

☆
30
名
（
申
込
み
不
要
）

■
講
師　

木
下 

貴
裕 

さ
ん
（
南
和
歌

山
医
療
セ
ン
タ
ー 

統
括
診
療
部
長
）

☆
龍
神
行
政
局 

住
民
福
祉
課

「
は
じ
め
て
の
ア
ロ
マ
体
験
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す

　

田
辺
市
健
康
づ
く
り
計
画
事
業
と
し

て
、
こ
こ
ろ
い
き
い
き
講
座
「
は
じ
め

て
の
ア
ロ
マ
体
験
」
を
実
施
し
ま
す
。

☆
☆
3
月
9
日
㊏　

13
時
30
分
〜
15
時

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階
「
交
流

ホ
ー
ル
」

☆
自
分
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
香
り
で
、

簡
単
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
プ
レ
ー
を
作

り
ま
す
。

◇
講
師　

岡
﨑 

仁
美 

さ
ん

☆
市
に
住
民
票
が
あ
る
方

☆
20
名
﹇
先
着
﹈

☆
2
月
18
日
㊊
〜
28
日
㊍
に
左
記
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

よ
み
が
え
り
の
森
づ
く
り
植
樹
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

山
の
尾
根
部
周
辺
で
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
な
ど
の
人
工
林
を
伐
採
し
た
跡
地

に
、
コ
ナ
ラ
や
ア
ラ
カ
シ
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
な
ど
の
苗
木
を
植
え
て
、
広
葉
樹
林

へ
と
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
物

多
様
性
の
保
全
や
土
砂
災
害
の
防
止
な

ど
、
森
林
の
持
つ
環
境
保
全
機
能
を
高

め
る
「
よ
み
が
え
り
の
森
づ
く
り
」
事

業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
植
樹
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

☆
３
月
17
日
㊐
（
荒
天
の
場
合
は
３
月

24
日
㊐
に
延
期
）

☆
9
時
30
分
〜
12
時
頃

☆
中
辺
路
町
小
松
原
字
下
皆

☆
Ｊ
Ａ
紀
南
栗
栖
川
支
所
駐
車
場
（
8

時
30
分
集
合
）

☆
30
名
﹇
先
着
﹈

☆
飲
み
物
・
雨
具

■
服
装　

作
業
が
で
き
る
服
装
（
各
自

で
防
寒
具
な
ど
の
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。）

☆
２
月
18
日
㊊
〜
３
月
13
日
㊌
に
、
左

記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
山
村
林
業
課 

山
村
振
興
係

☎
０
７
３
９
（
４
８
）
０
３
０
３

フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す

☆
☆
3
月
17
日
㊐　

10
時
〜
13
時
頃

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
4
階
「
料
理
実

習
室
」

☆
日
本
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い

フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
で
す
が
、
実
は
日
本

人
の
口
に
合
う
美
味
し
い
料
理
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
春
巻

き
ル
ン
ピ
ア
と
マ
ン
ゴ
ー
入
り
の
デ

ザ
ー
ト
を
A
L
T
の
ジ
ェ
イ
先
生
と

一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

☆
中
学
生
以
上

☆
40
名
﹇
先
着
﹈

☆
５
０
０
円

☆
エ
プ
ロ
ン
・
手
拭
き
タ
オ
ル
・
三
角
巾

☆
3
月
11
日
㊊
ま
で
に
左
記
へ
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー（
生
涯
学
習
課
内
）

☎
０
７
３
９
（
３
３
）
９
０
１
９

☆h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/shougai/index.htm
l

※
英
文
で
の
紹
介
も
記
載
し
て
い
ま
す
。

田
辺
祭
ま
ち
な
か
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

☆
3
月
23
日
㊏

☆
9
時
30
分
〜
12
時
30
分
（
予
定
）

☆
鬪
雞
神
社
境
内

☆
平
成
31
年
は
、
鬪
雞
神
社
御
創
建

１
６
０
０
年
を
迎
え
、
ま
た
例
大
祭
で

あ
る
田
辺
祭
は
４
６
０
回
を
迎
え
ま

す
。
田
辺
祭
の
1
年
は
、
毎
年
4
月
15

☎
０
７
３
９
（
７
８
）
０
８
２
０

【
講
演
「
災
害
時
の
た
め
に
知
っ
て
お

い
て
ほ
し
い
こ
と
」】

☆
☆
3
月
７
日
㊍　

13
時
30
分
〜
15
時

☆
中
辺
路
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階
「
運
動

指
導
室
」

☆
30
名
﹇
先
着
﹈

■
講
師　

川
﨑 

貞
男 

さ
ん
（
南
和
歌

山
医
療
セ
ン
タ
ー 

救
急
救
命
科 

医
師
）

☆
中
辺
路
行
政
局 

住
民
福
祉
課

☎
０
７
３
９
（
６
４
）
０
５
０
２

【
講
演
「
災
害
時
の
た
め
に
知
っ
て
お

い
て
ほ
し
い
こ
と
」】

☆
☆
3
月
14
日
㊍　

13
時
30
分
〜
15
時

☆
本
宮
行
政
局
3
階
「
大
会
議
室
」

☆
50
名
﹇
先
着
﹈

■
講
師　

川
﨑 

貞
男 

さ
ん
（
南
和
歌

山
医
療
セ
ン
タ
ー 

救
急
救
命
科 

医
師
）

☆
本
宮
行
政
局 

住
民
福
祉
課

☎
０
７
３
５
（
４
２
）
０
０
０
４

【
講
演
「
災
害
時
の
た
め
に
知
っ
て
お

い
て
ほ
し
い
こ
と
」】

☆
☆
3
月
19
日
㊋　

13
時
30
分
〜
15
時

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階
「
青
少
年

ホ
ー
ル
」

☆
30
名
﹇
先
着
﹈

■
講
師　

川
﨑 

貞
男 

さ
ん
（
南
和
歌

山
医
療
セ
ン
タ
ー 

救
急
救
命
科 

医
師
）

☆
や
す
ら
ぎ
対
策
課 

高
齢
福
祉
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
１
０

田
辺
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
一

般
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
31
年
度
か
ら
の
２
か
年
に
、
市

の
保
健
事
業
概
要
及
び
保
健
事
業
実
施

計
画
策
定
に
関
す
る
事
項
等
を
審
議
す

る
た
め
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

　

当
協
議
会
は
、
住
民
に
密
着
し
た
総

合
的
健
康
づ
く
り
対
策
並
び
に
母
子
保

健
法
、
健
康
増
進
法
等
に
基
づ
く
保
健

予
防
事
業
を
円
滑
、
か
つ
効
果
的
に
進

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

☆
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
（
平
成
31
年

４
月
１
日
現
在
）
で
、
年
に
数
回
開
催

予
定
の
協
議
会
に
出
席
で
き
る
方

☆
２
名（
選
考
委
員
会
を
設
け
て
選
考
）

☆
３
月
１
日
㊎
﹇
必
着
﹈
ま
で
に
、「
田

辺
市
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
８
０
０
字
程

度
の
小
論
文
に
略
歴
（
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
住
所
・
電
話
番
号
・
職
業
）
を

添
え
て
、
左
記
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ

く
か
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
健
康
増
進
課 

庶
務
係

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

１　

市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
2
階　

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

第
44
回
熊
野
古
道
近
野
山
間
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

☆
3
月
21
日
㊍
㊗

☆
◇
受
付　

8
時
〜
9
時
25
分

◇
開
会
式　

9
時
30
分
〜

☆
市
立
近
野
小
・
中
学
校
併
設
校

日
に
行
わ
れ
る
「
御
田
祭
」
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
今
回
は
、
間
近
に
迫
る
御
田

祭
の
巡
行
ル
ー
ト
を
歩
き
、
そ
の
祭
事

や
歴
史
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
な
が

ら
、田
辺
に
残
る
文
化
財
を
巡
り
ま
す
。

☆
高
校
生
以
上

☆
40
名
﹇
先
着
﹈

☆
飲
み
物
等

☆
２
月
18
日
㊊
か
ら
左
記
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
文
化
振
興
課 

文
化
財
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

■
種
目　

2
㎞
・
5
㎞
・
10
㎞

※
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☆
長
距
離
走
に
耐
え
う
る
健
康
な
方
。

（
未
成
年
者
は
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
）

☆
申
込
多
数
の
場
合
は
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

☆
2
月
15
日
㊎
﹇
必
着
﹈
ま
で
に
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
左
記

へ
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
左
記
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
得
で
き
ま
す
。

☆
熊
野
古
道
近
野
山
間
マ
ラ
ソ
ン
大
会

事
務
局
（
中
辺
路
教
育
事
務
所
内
）

〒
６
４
６
―

１
４
２
１

中
辺
路
町
栗
栖
川
４
０
２
―

1

☎
０
７
３
９
（
６
４
）
０
５
０
４

☆
０
７
３
９
（
６
４
）
０
３
４
０

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/nakahechi/index.htm
l
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国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　

平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
1
万
６
３
４
０
円
で
す
。
納

付
書
に
よ
る
現
金
納
付
の
他
に
、
口
座

振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
方
法
も
あ
り
ま
す
。
特
に
口
座
振
替

の
当
月
末
振
替（
早
割
）を
選
択
す
る
と
、

毎
月
の
保
険
料
が
50
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
前
納
制
度
を
利
用
す
る
と
割

引
額
が
さ
ら
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
な

お
、
２
年
前
納
・
１
年
前
納
・
６
か
月

前
納
（
４
月
〜
９
月
分
）
に
つ
い
て
は
、

申
込
期
限
が
平
成
31
年
2
月
28
日
㊍
と

な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
に
は
預
金
通
帳
や

銀
行
印
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の

手
続
に
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
◇
市
民
課　

庶
務
年
金
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
５

◇
田
辺
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
０
４
３
２

外
国
人
の
た
め
の
「
専
門
家
に
よ
る

一
日
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

　

外
国
人
の
抱
え
る
専
門
的
な
悩
み
な

ど
の
相
談
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
外

国
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
把
握

し
、
地
域
に
お
け
る
在
住
外
国
人
支
援

の
あ
り
方
を
探
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
す
。

☆
３
月
３
日
㊐

☆
13
時
〜
17
時
（
受
付
は
16
時
30
分
ま

で
）

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
４
階
「
交
流

ホ
ー
ル
」

☆
法
律
、
在
留
資
格
・
帰
化
、
労
働
・

社
会
保
険
・
年
金
、
教
育
、
女
性
、
行

政
・
そ
の
他
生
活
一
般
情
報

☆
市
周
辺
に
在
住
す
る
外
国
人

■
対
応
言
語　

英
語
・
中
国
語
・
フ
ィ

リ
ピ
ノ
語

■
そ
の
他　

相
談
内
容
は
秘
密
厳
守
、

事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

☆
和
歌
山
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
（
４
３
５
）
５
２
４
０

（
10
時
〜
18
時
30
分
、
㊌
㊗
は
休
館
）

遺
児
に
関
す
る
各
種
制
度
を
活
用
く

だ
さ
い

【
田
辺
市
遺
児
奨
学
金
制
度
】

　

小
・
中
・
高
校
生
で
両
親
が
い
な
い

又
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る
遺
児

に
対
し
て
、
奨
学
金
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。

■
奨
学
金
の
額
（
月
額
）

◇
小
学
校
に
在
籍
す
る
遺
児

４
０
０
０
円

◇
中
学
校
に
在
籍
す
る
遺
児

６
０
０
０
円

◇
高
等
学
校
に
在
籍
す
る
遺
児

８
０
０
０
円

【
田
辺
市
交
通
遺
児
手
当
制
度
】

　

交
通
事
故
に
よ
り
、
父
又
は
母
を
亡

く
さ
れ
た
交
通
遺
児
（
高
校
生
ま
で
）

に
対
し
て
、手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

■
支
給
額　

交
通
遺
児
１
人
に
つ
き
年

額
３
万
円

【
共
通
事
項
】

■
手
続　

保
護
者
に
よ
る
申
請
手
続
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
時
期　

随
時

■
所
得
制
限　

保
護
者
が
児
童
扶
養
手

当
法
第
10
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め

る
額
以
上
の
所
得
を
有
し
た
場
合
、
奨

学
金
・
手
当
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

☆
子
育
て
推
進
課 

こ
ど
も
家
庭
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
２
７

田
辺
市
水
道
事
業
経
営
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す

　

市
の
水
道
事
業
の
経
営
に
関
し
、
市

長
の
諮
問
に
応
じ
、
必
要
な
調
査
及
び

審
議
を
行
う
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

☆
市
上
水
道
の
使
用
者
で
あ
り
、
市
に

住
民
票
が
あ
る
20
歳
以
上
（
応
募
期
限

日
現
在
）
の
方
で
、
国
又
は
地
方
公
共

団
体
の
議
員
及
び
職
員
で
な
く
、
必
要

に
応
じ
て
開
催
さ
れ
る
審
議
会
（
平
日

昼
間
）
に
出
席
可
能
な
方

☆
１
名（
選
考
委
員
会
を
設
け
て
選
考
）

■
任
期　

４
月
１
日
〜
（
２
か
年
）

☆
２
月
28
日
㊍
﹇
必
着
﹈
ま
で
に
、
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
と
応
募
す
る
理

由
・
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）
を
記
入

の
上
、
左
記
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く

か
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
左

記
又
は
本
庁
玄
関
案
内
係
、
各
行
政
局

総
務
課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
備
え
て

い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取

得
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他　

選
任
さ
れ
る
と
、
市
の
非

常
勤
特
別
職
と
な
り
ま
す
。

☆
水
道
部 

業
務
課 

庶
務
係

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
三
丁
目
18
―

1

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
０
０
１
１

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
７
９
１
０

☆suidou@
city.tanabe.lg.jp

田
辺
市
社
会
教
育
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
の
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
の

立
案
や
定
例
会
（
年
６
回
）、
臨
時
会

議
に
出
席
し
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に

応
じ
、意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
、

ま
た
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
研
究
調
査

を
行
う
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

☆
◇
市
に
住
民
票
の
あ
る
満
20
歳
以
上

（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）
の
方

◇
年
間
６
回
の
定
例
会
の
他
、
年
数
回

の
臨
時
会
議
に
出
席
で
き
る
方
で
、
左

記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
学
校
教
育
関
係
者

・
社
会
教
育
関
係
者

・
家
庭
教
育
の
向
上
に
資
す
る
活
動
を

行
う
方

・
学
識
経
験
の
あ
る
方

☆
２
名（
選
考
委
員
会
を
設
け
て
選
考
）

■
任
期　

４
月
１
日
〜
（
２
か
年
）

☆
２
月
28
日
㊍
17
時
﹇
必
着
﹈
ま
で
に
、

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
と
応
募
理
由
・

動
機
（
４
０
０
字
程
度
）
を
記
入
の
上
、

下
記
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵

送
・
F
A
X
・
E
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
下
記
又

は
各
地
区
公
民
館
、
各
教
育
事
務
所
の

窓
口
に
備
え
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
住
宅

◇
本
庁
管
内
（
1
戸
）

《
新
万
》
新
万
４
﹇
単
・
可
﹈

◇
中
辺
路
行
政
局
管
内
（
各
1
戸
）

《
栗
栖
川
》
栗
栖
川
鍵

《
小
皆
》
小
皆
﹇
高
﹈﹇
単
・
可
﹈

◇
大
塔
行
政
局
管
内
（
1
戸
）

《
平
瀬
》
平
瀬
﹇
定
﹈

■
間
取
り
・
家
賃
等　

間
取
り
は
２
Ｄ

Ｋ
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｄ
Ｋ
が
あ
り
、
家

賃
は
８
４
０
０
円
〜
４
万
６
０
０
０
円

で
、住
宅
や
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

☆
２
月
１
日
㊎
〜
22
日
㊎
﹇
消
印
﹈
に

下
記
へ
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
下
記
又
は
各
行
政
局

産
業
建
設
課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
配

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/suidou/index.htm
l

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他　

選
任
さ
れ
る
と
、
市
の
非

常
勤
特
別
職
と
な
り
ま
す
。

☆
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
推
進
係

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

1
（
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
３
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
８

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
６
０
２
９

☆shougai@
city.tanabe.lg.jp

☆http://w
w

w
.city.tanabe.lg.jp/

shougai/suishin/index.htm
l

布
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。
抽
選
は
３
月
４
日

㊊
14
時
〜
、
市
役
所
３
階
「
第
一
会
議

室
」
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
募
集
団
地

等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
随
時
募
集
住
宅　

既
に
入
居
者
が
決

定
し
て
い
る
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。

◇
龍
神
行
政
局
管
内
（
各
1
戸
）

《
小
家
》
小
家

《
甲
斐
ノ
川
》
甲
斐
ノ
川

◇
中
辺
路
行
政
局
管
内

《
川
合
》
川
合
２
…
３
戸

《
栗
栖
川
》
栗
栖
川
鍵
…
２
戸

◇
大
塔
行
政
局
管
内

《
向
山
》
向
山
﹇
定
﹈﹇
単
・
可
﹈
…
４
戸

《
合
川
》
合
川
庵
谷
﹇
定
﹈﹇
単
・
可
﹈

…
２
戸　
　
　
　
　
　
　
　

■
語
句
説
明

﹇
高
﹈　

夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
65
歳
以
上

で
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
夫
婦
を

対
象
と
し
ま
す
が
、
親
子
等
２
世
代
で

の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

﹇
単
・
可
﹈　

単
身
者
及
び
世
帯
で
の
申

込
み
が
で
き
ま
す
。

﹇
定
﹈　

市
外
か
ら
の
移
住
者
を
対
象
と

し
ま
す
が
、
市
に
住
民
票
が
あ
る
方
も

申
込
み
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
市
外

か
ら
の
申
込
み
を
優
先
し
ま
す
。

☆
建
築
課 

市
営
住
宅
係

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
６

住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書

の
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」
を

開
始
し
ま
す

　

３
月
１
日
㊎
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
内
の
多
機
能
端
末
機

（
以
下
、
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
）
で
住
民

票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
が
取
得

で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」

を
実
施
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
是
非
こ
の

機
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
機
能
が

あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
（
発
行
制
限
の
あ
る
方
や
転
出
者

を
含
む
世
帯
等
の
住
民
票
の
写
し
の
交

付
は
で
き
ま
せ
ん
。）

■
利
用
方
法　

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
セ
ッ
ト
し
、
利

用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
4
桁
の
暗

証
番
号
を
入
力
し
、
画
面
の
案
内
に

沿
っ
て
操
作
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
利
用
者
証

明
用
電
子
証
明
書
の
機
能
が
あ
る
も
の
）

■
利
用
で
き
る
店
舗　

ロ
ー
ソ
ン
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
・
セ
ブ
ン
―

イ
レ

ブ
ン 

等

■
利
用
時
間　

６
時
30
分
〜
23
時
（
12

月
29
日
〜
翌
年
1
月
3
日
を
除
く
。）

☆
◇
住
民
票
の
写
し　

２
０
０
円

◇
印
鑑
登
録
証
明
書　

２
０
０
円

☆
◇
市
民
課 

窓
口
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
３

◇
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

☎
19
ペ
ー
ジ
参
照
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休日急患診療

主な電話番号等

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　　0739-22-5310
■市民総合センター　〒646-0028高雄一丁目23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　　0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　　0739-78-0116
■中辺路行政局　〒646-1492 中辺路町栗栖川396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　　0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　　0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　　0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　　0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　　0739-24-4068

電話案内サービス

■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃ 7119

19 Tanabe Publicity  2019.2 広報田辺　平成 31 年 2 月号 18

モバイル用
ホームページ 防災行政メール等 全国版救急受診ガイド

「Q助」

　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄
関右側）
　内科、小児科系、歯科の応急診療
　　㊐㊗　9時～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時
（※小児科のみ、㊏ 18時～21時30分も診療を行っ
ています。）
　☎ 0739-26-4909

  男 　35,006 人
  女 　39,244 人
  計 　74,250 人
世帯　35,297 世帯
出生　　　35 人（男 20 女 15）

市の人口
（平成30年 12月末現在）

前月比
（-46）
（-26）
（-72）
（-35）

第
52
回
月
例
展　

熊
楠
と
ゆ
か
り
の

人
び
と
第
35
回
「
田
中
長
三
郎
」
を

開
催
し
ま
す

☆
２
月
２
日
㊏
〜
３
月
10
日
㊐

☆
10
時
〜
16
時
30
分
（
最
終
入
館
）

☆
南
方
熊
楠
顕
彰
館

☆
南
方
熊
楠
と
つ
な
が
り
の
あ
っ
た

人
物
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
。
今
回

は
、
農
学
者
で
、
南
方
植
物
研
究
所
に

関
わ
っ
た
重
要
人
物
で
あ
る
田
中
長
三

郎
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
田
中
は
、
特
に

柑
橘
属
の
分
類
研
究
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
熊
楠
が
ア
メ
リ
カ
農
務
省
の
ス

ウ
ィ
ン
グ
ル
の
渡
米
依
頼
を
断
っ
た
た

め
、
代
わ
り
に
田
中
が
ア
メ
リ
カ
に
渡

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
台
北
帝
国
大

学
（
現
台
湾
大
学
）
農
学
部
、
東
京
農

業
大
学
農
学
部
、
大
阪
府
立
大
学
農
学

部
等
の
教
授
を
歴
任
し
ま
し
た
。

☆
南
方
熊
楠
顕
彰
館

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
０
９

２
月
第
４
日
曜
日
の
家
庭
ご
み
自
己

搬
入
日
程
を
変
更
し
ま
す

　

市
ご
み
処
理
場
で
は
、
毎
月
第
４
㊐

に
家
庭
ご
み
の
自
己
搬
入
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
が
、
２
月
24
日
㊐
は
、
南
紀

田
辺
Ｕ
Ｍ
Ｅ
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催

に
よ
り
国
道
42
号
田
辺
西
バ
イ
パ
ス
の

交
通
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
程

を
３
月
3
日
㊐
に
変
更
し
ま
す
（
各
行

政
局
も
３
月
3
日
に
変
更
）。

　

な
お
、
当
日
の
受
付
時
刻
は
、
市
ご

み
処
理
場
が
９
時
30
分
〜
15
時
30
分
、

各
行
政
局
が
９
時
〜
12
時
で
す
。

☆
廃
棄
物
処
理
課 

施
設
業
務
係

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
８

事
業
者
用
分
別
指
定
袋
の
取
扱
い
を

行
い
ま
す

　

４
月
〜
９
月
末
の
６
か
月
分
の
事
業

者
用
分
別
指
定
袋
購
入
申
請
の
取
扱
い

を
行
い
ま
す
。

　

購
入
に
は
、
事
業
者
本
人
又
は
代
理

人
の
方
が
、
ご
み
処
理
手
数
料
を
お
持

ち
の
上
、取
扱
場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
購
入
で
き
る
ご
み
袋
の
セ
ッ
ト
数

①
燃
え
る
ご
み　

11
セ
ッ
ト
ま
で

②
資
源
ご
み
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
・

埋
立
て
ご
み　

合
計
４
セ
ッ
ト
ま
で

※
セ
ッ
ト
内
で
部
分
購
入
も
で
き
ま
す
。

※
②
は
４
セ
ッ
ト
の
枠
内
で
任
意
に
選

択
し
、
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広
報
田
辺
1
月
号
の
掲
載
記
事
に
つ

い
て
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す

　

広
報
田
辺
１
月
号
の
７
ペ
ー
ジ
に
掲

載
の
「
平
成
30
年
度
⑪
第
50
回
田
辺
花

火
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
唯
一
の
２

尺
玉
花
火
５
発
を
含
む
４
０
０
０
発
の

花
火
が
夜
空
を
彩
る
。」
に
あ
り
ま
す

写
真
の
月
日
表
示
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

■
誤　

平
成
30
年
度　

⑪
10
月
６
日

■
正　

平
成
30
年
度　

⑪
10
月
13
日

☆
企
画
広
報
課 

広
聴
広
報
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
３

田
辺
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
税
理
士
に
よ
る
地
区
相
談
会
場
】

　

確
定
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
の
相
談

を
無
料
で
行
い
ま
す
。

開設日（期間） 会場 所在地
2 月 18 日㊊～ 3 月 5 日㊋

（㊏㊐を除く。） 田辺納税協会 3 階「会議室」 上屋敷 2 丁目 10-49

2 月 7 日㊍ 白浜町中央公民館 西牟婁郡白浜町 1130-9
2 月 12 日㊋ 中辺路コミュニティセンター 中辺路町栗栖川 402-1

いずれの会場も相談受付時間は 9 時 30 分～ 12 時、13 時～ 15 時です。（混雑の状
況により、早めに相談の受付を終了する場合がありますのでご了承ください。）
※ 「土地・建物・株式等を売却された所得」、「贈与税」や「相続税」、「山林所得」
に関するアドバイスは行っていません。

【
税
務
署
に
お
け
る
確
定
申
告
の
相
談
会

場
の
開
設
期
間
及
び
相
談
受
付
時
間
】

　

平
成
30
年
分
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
開
設
期
間　

２
月
18
日
㊊
〜
３
月
15

日
㊎
（
㊏
㊐
を
除
く
。）

■
相
談
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時
（
申

告
書
の
提
出
や
交
付
な
ど
の
場
合
は
17

時
ま
で
）

※
相
談
会
場
開
設
前
（
２
月
15
日
㊎
）

以
前
に
来
署
さ
れ
た
場
合
、
通
常
体
制

で
対
応
し
て
お
り
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
開
設
期
間

中
に
相
談
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
混
雑
の
状
況
に
よ
り
、
早
め

に
相
談
の
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
医
療
費
控
除
の
添
付
書
類
】

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医

療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に

は
、
従
前
の
医
療
費
の
領
収
書
の
添
付

又
は
提
示
に
代
え
て
、「
医
療
を
受
け

た
人
」「
病
院
・
薬
局
」
ご
と
に
医
療

費
を
合
計
し
て
記
載
し
た
「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

※
医
療
費
の
領
収
書
は
ご
自
宅
で
５
年

間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

☆
田
辺
税
務
署

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
１
２
５
０

再
就
職
を
お
考
え
の
方
へ　

〜
「
和
歌

山
県
就
活
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
〜

　

和
歌
山
県
で
は
、
結
婚
や
出
産
等
で

離
職
し
た
女
性
、
定
年
退
職
し
た
方
、

都
会
で
働
く
方
が
県
内
で
再
び
働
い
て

い
た
だ
く
た
め
、
２
月
を
就
活
強
化
月

間
と
定
め
て
４
月
の
就
職
を
目
指
す

「
第
２
の
就
活
サ
イ
ク
ル
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

２
月
の
就
活
強
化
月
間
に
合
同
企
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
再
就
職

を
目
指
す
皆
さ
ん
、
積
極
的
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

☆
☆
２
月
21
日
㊍　

13
時
〜
16
時

☆
紀
南
文
化
会
館
「
小
ホ
ー
ル
」

☆
結
婚
や
出
産
等
で
離
職
し
た
女
性
、

定
年
退
職
さ
れ
た
方
、
県
外
か
ら
の

U
タ
ー
ン
等
の
再
就
職
希
望
者

☆
事
前
申
込
み
い
た
だ
く
と
受
付
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。
左
記
へ
電
話
又

は
F
A
X
、
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

☆
和
歌
山
県
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
（
４
２
１
）
８
０
８
０

☆
０
７
３
（
４
２
４
）
０
２
３
０

☆http://w
w

w
.jobcafe-w

.com
/

re-em
ploym

ent/

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
参
加
予
定
企
業

の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
ご
み
処
理
手
数
料

１
セ
ッ
ト
各
10
枚
入
り
８
６
０
円

■
取
扱
場
所
及
び
期
間

◇
環
境
課
（
本
庁
舎
２
階 

）

３
月
１
日
㊎
〜
６
日
㊌
（
㊏
㊐
を
除

く
。）

◇
廃
棄
物
処
理
課
（
市
ご
み
処
理
場
）・

各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

３
月
１
日
㊎
〜
９
月
30
日
㊊
（
㊏
㊐
㊗

を
除
く
。）

☆
廃
棄
物
処
理
課 

廃
棄
物
対
策
係

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
８

▲熊楠と田中長三郎（右）



相談日程等

有 料 広 告
２枠連結（縦 46mm × 横 174mm）

有 料 広 告
１枠単独（縦 46mm × 横 85mm）

有 料 広 告
１枠単独（縦 46mm × 横 85mm）
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有料広告 広告主及び広告内容については、市が推奨等するものではありません。広告内容についてのお問合せは、直接広告主にお願いします。

親子健康カレンダー

編集後記

施設の予約

【生涯学習センター】
■貸室　11 室

（市民総合センター内の交流ホール・
会議室・料理実習室など）
☆ 2019 年 5 月分は 3/1 ㊎から予約可
☆生涯学習課 公民館係
☎ 0739-26-4925

2 月の納税等

■固定資産税・都市計画税…第 4 期分
■市県民税 年金特別徴収…2 月徴収分、給与特別徴収…1 月徴収分
■国民健康保険税 普通徴収…第 8 期分、特別徴収…2 月徴収分
■介護保険料 普通徴収…第 8 期分、特別徴収…2 月徴収分
■後期高齢者医療保険料 普通徴収…第 8 期分、特別徴収…2 月徴収分
※納期限後の納付は、督促手数料及び延滞金を加算する場合があります。

◇４か月児健診　2/12 ㊋＝田辺、14 ㊍＝大塔、20 ㊌＝本宮、26 ㊋＝田辺、3/7 ㊍＝田辺、8 ㊎＝龍神
◇７か月児健診　2/5 ㊋＝田辺、14 ㊍＝大塔、20 ㊌＝本宮・田辺、3/1 ㊎＝田辺、8 ㊎＝龍神
◇ 11か月児相談　2/8 ㊎＝田辺、14 ㊍＝大塔、20 ㊌＝本宮、27 ㊌＝田辺、3/8 ㊎＝龍神、12 ㊋＝田辺
◇１歳６か月児健診　2/13 ㊌＝田辺、19 ㊋＝中辺路、27 ㊌＝田辺、3/6 ㊌＝大塔・田辺、14 ㊍＝龍神
◇２歳児相談　2/1 ㊎＝田辺、15 ㊎＝田辺、19 ㊋＝中辺路、3/6 ㊌＝大塔、14 ㊍＝龍神、15 ㊎＝田辺
◇３歳６か月児健診　2/6 ㊌＝田辺、19 ㊋＝田辺・中辺路、3/5 ㊋＝田辺、6 ㊌＝大塔、14 ㊍＝龍神
◇マタニティスクール　2/8 ㊎＝田辺、22 ㊎＝田辺、3/15 ㊎＝田辺
◇パパママ教室　2/24 ㊐＝田辺
　田辺…市民総合センター、龍神…龍神保健センター、中辺路…中辺路保健センター、大塔…大塔健康プラザ、
本宮…本宮保健福祉総合センター
　時間など、詳しくは、対象者に送付している通知をご覧いただくか、健康増進課母子保健係（☎ 0739-26-
4901）又は各行政局住民福祉課（☎ 19 ページ参照）までお問い合わせください。

▼表紙の撮影で石神梅林へ▼大蛇峰展望台まで登るのは余裕と思っていましたが想像以上に疲れ
ました▼景色は最高です▼早咲きの花も少し開花していてきれいでした！（イケマサ☆）

相談日（予約受付） 時間 相談場所等 問合せ

市民法律相談
（対象は市民の方で先
着8名。2/25のみ4名。
相談日の正午までに要
予約）

2 /12 ㊋（2 / 5 ～）・鈴木弁護士
2 /18 ㊊（2 /13 ～）・岡田弁護士
2 /25 ㊊（2 /19 ～）・倉谷弁護士※
3 / 4 ㊊（2 /26 ～）・村上事務所
3 /11 ㊊（3 / 5 ～）・山本弁護士

14 時～ 16 時の
うち、１人 15
分間（※ 2/25
は 14 時 30 分
～ 15 時 30 分）

社会福祉センター
3 階「相談室」

（本庁舎東隣 3 階）
※ 2/25 は大塔行
政局

自治振興課
市民生活係

（本庁舎 3 階）
☎ 0739-26-9911

市民相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分 右記

行政相談

2 /15 ㊎・中村恒夫 10 時～ 11 時 中辺路行政局

2 /26 ㊋・那須正治
　　　　（☎ 090-4640-3142） 13 時～ 15 時 社会福祉センター

3 階「相談室」

2 /26 ㊋・折戸富子 13 時～ 15 時 本宮行政局

2 /27 ㊌・佐田俊知 13 時～ 15 時 大塔行政局

消費生活相談 ㊊㊋㊍㊎・消費生活相談員 13 時～ 16 時
自治振興課 市民生活係（本庁舎 3 階）
◇相談専用　☎ 0739-34-2460
消費者ホットライン　☎ 188

人権・登記・相続相談
（人権相談は平日に対
応。登記相談は事前に
要問合せ。法務局でも
相談可）

① 2 / 1 ㊎・人権擁護委員、法務
局職員
② 3 / 7 ㊍・人権擁護委員（人権
相談のみ）

13 時 30 分～
15 時 30 分
※ 受 付 は 15
時まで

①龍神行政局
② 市 民 総 合 セ ン
ター 4 階「会議室」

法務局 田辺支局
（文里一丁目 11-9）

☎ 0739-22-0698

女性電話相談 平日・女性相談員 9 時～ 12 時 ◇相談専用　☎ 0739-26-4919

生活相談
（生活困窮者自立支援）平日・相談支援員 8 時 30 分～

17 時
生活相談センター（市民総合センター1階）
☎ 0739-33-7641

愛あい子育て相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

地域子育て支援センター愛あい
（もとまち保育所内）☎ 0739-22-9285
※「愛あいルーム」での面接相談可

家庭児童相談 平日 8 時 30 分～
17 時

家庭児童相談室（市民総合センター1階）
☎ 0739-26-4926

介護相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

やすらぎ対策課 地域包括支援センター係
（市民総合センター1階）
☎ 0739-26-9906
※認知症については、第 1㊌ 10 時～ 12
時に「よりみちサロンいおり」でも相談可

ひきこもり相談
（窓口に来られる場合
は要予約）

平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

健康増進課 健康管理係
☎ 0739-26-4901
◇相談専用　☎ 0739-26-4933
☆ shc@city.tanabe.lg.jp

妊娠期から出産、子育
て相談
（原則、就学前まで）

平日
※㊍は助産師による相談可

8 時 30 分～
17 時 15 分

母子健康包括支援センター「たなっこ」
（市民総合センター 2 階）
◇相談専用　☎ 0739-33-7115
☆ kenkou@city.tanabe.lg.jp

いじめホットライン 平日 9 時～ 16 時
◇相談専用　☎ 0739-26-3224
◇いじめ相談ダイレクトメール
☆ ijime110@city.tanabe.lg.jp

不登校 ･いじめ ･教育
相談 平日 9 時～ 16 時 教育研究所（本庁舎北隣 2 階）

☎ 0739-25-1511

外国人相談（English）
（事前に要問合せ）

①㊊～㊍
②㊎

① 9 時～ 17 時
② 9 時～ 12 時 国際交流センター　☎ 0739-33-9019
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　　防災コラム備えて
安心！

たなべスマイル

　　　　　　高校生レポーター青春キラリ！
☆

キャシーのたなべ冒険 押忍！

国際交流員のキャシディー・ドリスコルです。「キャシー」と呼んでください♪
このコーナーでは、私が市内を冒険して体験した様々な出来事を皆さんにお伝えします！

　県内の大雪警報・注意報の発表基準は、24時
間降雪の深さにより設けられていましたが、和
歌山地方気象台では近年の大雪事例から、数時
間の降雪の強まりによる交通への影響等を考慮
し、昨年11月 29日から基準を12時間降雪の深
さとし、併せて基準値の見直しも行っています。
　平地では、雪が降り続くことは少なく、その
反面、2～ 3 時間程度でも降雪の強まりがある
と、スリップ等による交通障害が発生し始めま
す。そのため、注意報の基準値は変わらず深さ
5㎝としていますが、それを測定する降雪時間
は 24 時間から 12 時間に短縮するとともに、さ

第 57 回　大雪警報・注意報

らに強い降雪が続く状況として、警報基準を
24 時間降雪の深さ 20㎝から 12 時間降雪の深さ
15㎝に見直されています。
　また、山地でも、注意報基準は 24 時間降雪
の深さ 20㎝を 12 時間降雪の深さ 15㎝に、警報
基準は 24 時間降雪の深さ 40㎝を 12 時間降雪
の深さ 30㎝へと見直されています。
　この見直しにより極端に発表回数が増えるこ
とはありませんが、降雪時間を 24 時間から 12
時間に短縮することで、これまでより早いタイ
ミングで発表されることになりますので、降雪
時には皆さんも早めの対応を心掛けましょう。

第 6回　防災の意識とは

　日本は災害がとても多い国です。地震や台風、それに伴うがけ
崩れや洪水など、毎年のように起こります。私が日本に来て驚い
たことは、日本人はアメリカ人に比べて防災への意識が高いとい
う事です。都会でも田舎でも、海抜が何メートルか、もし津波が
起こってしまったらどこまで逃げたらよいかという看板をよく見
ます。 
　1 月 10 日、私は日向保育所を訪れ、子供たちと消防パレード
に参加しました。保育所の児童は幼年消防クラブに入っていて、
消防や防災の大切なポイントを学ぶ活動をしています。パレード
の日、保育所の周りを歩き回って、近所の方に向けて事前に覚え
た誓いの言葉を唱えました。「避難訓練はしっかりします。」など
の子供たちの声を聞いて、「偉いなぁ」と思いました。災害が多く、
普段から防災や訓練を心がけていると思いますが、アメリカ人の
立場から見て、幼い時から楽しく防災の事を習うのは素晴らしい
と思いました。

　今回は、私が市内を歩いていた時に声を掛けさせてもらった酒店の
前田静代さんに取材しました。
　酒店の入口の引き戸を開けると、カウンターの上の全面を占める大
きな迫力のある絵が際立っています。お客さんが来て、お酒を飲んで
もらう居酒屋のようになっています。お店を始めたきっかけは、昔に
ご主人が酒店をしていて、ご主人が亡くなってからもお店を続けてい
たかったから。毎日お客さんと笑いながら色々な話をするのがとても
楽しいそうです。
　少し前に静代さんは、2回大病を患いましたが、治療して回復。「2
回も大病をしたのに元気になれて、神様に生きなさいと言われている
みたい。だから、死ぬまでお店をするんや！」と力強く語ってくれま
した。長生きして、お客さんを笑顔にし続けてほしいです。

吉村 知子 さん
本宮町小津荷

熊野和紙体験工房スタッフ

酒店の女将さん
写真・文　神島高校　宮﨑 美奈

人のつながりを大切に

　大阪から友達に誘われて本宮に来たことを
きっかけに、『熊野』の豊かさや人にとても魅
力を感じるようになりました。本宮に住み始め
てからはもうすぐ 2年になります。
　ありがたいことに多くの方とのご縁をいただ
く中で、現在は和紙体験工房で働いています。
体験に来られるお客さんには、自分の漉

す

いた紙
を好きになってほしいということだけを考えて
仕事をしています。職人さんだけで守っていく
のではなく、多くの方が関わり楽しくできると
ころが好きです。
　また、様々なことに関わらせていただく機会
があり、最近では『くまの地かるた』プロジェ
クトに携わりました。このかるたは、熊野に関
することが絵札になっており、熊野の魅力を感
じることができます。
　今後も多くの方と関わり、熊野に息づくもの
を肌で感じ、いろいろなことを吸収していきた
いです。
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我が家の愛ドル ～    月生まれ～

　　　子育てクラブすく
すく

図書館へ行こうた
な
べ
方
言
事
典

ひとことコラム

お子さんと一緒に
おはなしのコーナー

司書のおすすめ！ 新着図書

※移動図書館の運行日時は、下記へお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
☆ 市立図書館　☎ 0739-22-0697　☆ http://www.city.tanabe.lg.jp/tosho/index.html

休館日 開館時間
本館＝㊋～㊏ 9 時 30分～ 19時 30分
　　 ㊐・㊗ 9 時 30 分～ 18 時
分室＝ 9時～ 17 時
※龍神分室は、㊋～㊎ 20 時まで時
間延長あり。
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　「三つ子の魂百まで」ということわざがあり
ますね。少し意味は違ってくるのかも知れませ
んが、赤ちゃんから 3歳くらいまではとことん
要求に応えてあげる、望むことをしてあげるこ
とが大切だそうです。望むことをしてくれるこ
とで守られているという安心感を持ち、その安
心感は愛されているということを実感できるこ
とにつながり、「自分は大切な存在だ」という
気持ちを持ち、「抱っこと言えばいつでも抱っ
こしてくれる」「自分のことを大切にしてくれ
る」という思いになっていきます。「自分は大
切な存在だ」という気持ちは、自己肯定感とい

第 66回　三つ子の魂百まで？？

う少し難しいけれど大切な気持ちです。自己肯
定感とは、自分に価値がある、誰かに必要とさ
れているというような自分とは大切な存在なん
だと思う感情のことです。3歳くらいまでにこ
の自己肯定感を持てれば、前向きにいろんなこ
とを頑張れる、相手を思いやる気持ちの根っこ
の部分が育つそうです。
　かわいい、かわいい 3歳までの時期。ぎゅっ
と笑顔で抱きしめる、話をゆっくりと聞く、一
緒に笑う、手をつないで歩く、一緒に遊ぶなど、
できることから少しずつ応えてあげられるとい
いですね。

湯ノ又保育園
主任

久保　加奈子

2

本館＝毎週㊊、2/12㊋（振替）、25㊊～ 3/7㊍（蔵書点検等）
龍神分室＝第 1･3㊏㊐、2/11㊊㊗
中辺路分室＝毎週㊐、2/11㊊㊗
大塔分室＝第 1･2･3㊏、毎週㊐、2/11㊊㊗
本宮分室＝毎週㊏㊐、2/11㊊㊗

　この時期になると、立春という言葉を良く聞
きますが、まだ春には程遠い気がします。この
言葉は、二十四節気にでてくる季節の変わり目
をあらわす言葉で、通常は、節分の翌日の 2月
4 日とされています。この時期には、春を迎え
るいろいろな行事もあり、寒さに負けないで、
日毎がんばりたい心境ですね。寒さに負けず図
書館へも是非、ご来館ください。（雄）

★おはなし会
絵本の読み聞かせや紙芝居など（対
象：4歳くらいから）
本館＝ 2/3・10・17・24 全㊐（11 時～）
中辺路分室＝ 2/16㊏（11 時～）
大塔分室＝ 2/23㊏（10 時 50 分～）

★おはなしのじかん
おはなしやわらべうたなど（対象：
小学生以上）
本館＝ 2/2㊏（11 時～）

★おはなしタイム
おはなしや絵本の読み聞かせなど（対
象：4歳くらいから）
本館＝ 2/9・16・23 全㊏（11 時～）

★ひよこタイム
絵本の読み聞かせやわらべうたあそ
びなど（対象：0～ 2歳くらい）
本館＝ 2/20㊌（11 時～）

★こぐまタイム
絵本の読み聞かせやわらべうたあそ
びなど（対象：2～ 3歳くらい）
本館＝ 2/20㊌（11 時 30 分～）

ねずみくんのおくりもの
文・絵／つちだ　よしはる
原作／あべ　やすつぐ
発行／教育画劇
　大好きなねずみちゃんが喜
んでくれる、すてきな贈り物
ができたらいいのに。ねずみ
くんはとっても悩んでいます。

家をセルフでビルドしたい
編／阪口　克
発行／文芸春秋
　大工経験なしのカメラマン
が、自分の家を自分で建てる
という夢の計画を実現するまで
の悪戦苦闘の記録を、定点観
測写真を使いながら紹介する。

か
い
だ
る
い

疲
れ
た

広報発行月に誕生日を迎えるお子さん（就学前まで）の写真を募集しています。氏名、住所、生年月日、
電話番号、簡単なコメント（50 字まで）を添えてください。3月生まれのお子さんの締切りは、2月 12 日
㊋です。掲載できる枠に限りがありますので、先着順とさせていただきます。ご了承ください。
■宛先　〒 646-8545 新屋敷町１　企画広報課 広聴広報係　　 kikaku@city.tanabe.lg.jp

りっぴ 2歳のお誕生日おめで
とう♡ 
これからも野口家のアイドル
として元気にすくすくおっき
くなってね (*^^*) 

パパママお姉ちゃんより

野口　律
りつ

ちゃん（2歳）

いつも元気いっぱいのなぎ
ちゃん。 
2 歳のお誕生日おめでとう！

山本　凪
なぎ

ちゃん（2歳）

ゆまちゃん、二歳のお誕生日
おめでとう！ 
これからもすくすく元気に
育ってね♡

奥井　結
ゆ ま

麻ちゃん（2歳）

ちはっち、1歳のお誕生日おめ
でとう！これからもすくすく
元気に育ってね。

父母より

小山　千
ちはる

晴ちゃん（1歳）
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みんなの彩時記

　12月 15 日㊏、田辺スポーツパークで『田辺
市体育連盟創立 70周年記念式典・記念講演』が
開催され、日本人初の義足陸上競技パラリンピッ
クメダリストの山本篤選手が講演を行いました。

　12 月 12 日㊌、神島高校で『田辺の高等学校・
田辺っ子訪問』が開催され、市長は生徒と一緒
に商品開発講座に取り組んだり、市政を身近に
感じてもらえるように懇談の場を設けました。

　1 月 13 日㊐、紀南文化会館で『成人の日』記
念式典が行われ、今年は男性 299 名、女性 331 名
の合計 630 名の新成人が式典に参列しました。
　式典では、新成人代表の竹中大輝さんの意見発
表や梅ジュースでの乾杯、母校からの応援メッ
セージビデオ上映では歓声が上がりながらも昔を
懐かしんでいる様子でした。
　華やかな姿に身を包んだ新成人は、友人との再
会や記念撮影に笑顔があふれ、希望に満ちたいき
いきとした表情でした。

　12 月 22 日㊏、田辺スポーツパークで東京 2020
パラリンピック競技大会で実施される競技を体験
する『県民パラスクール』が行われました。参加
した地域の学生は、ボッチャ・ゴールボール・車
いすバスケットボールの 3種目を体験しました。
　また、ボッチャ日本代表コーチの曽根裕二さん
の講演『パラリンピックを楽しむ方法』では、ど
のような競技があるかやルールについて話を聞き
ました。参加していた女の子は、「どの競技も難
しかったけど、楽しかった」と話してくれました。

パラリンピック競技の
体験を通じて

祝！ 630 名が
新たな希望を胸に

　1 月 8 日㊋、湯の峰で八日薬師祭があり、温
泉の繁栄と参拝者の諸願成就の祈願や厄払いな
どが行われました。最後は餅まきもあり、多く
の方でにぎわいました。

　1月 3 日㊍、中辺路で野中の獅子舞が近露王
子・近野神社・継桜王子の 3か所で行われまし
た。乱獅子や花かがりなどの演目があり、見に
来ていた方はその迫力に魅了されました。

　1月 20 日㊐、百間山渓谷での道普請に 30 名
の方が参加し、雨や台風等の影響により傷んだ
歩道の修繕をしたり、吊橋に防腐剤を塗ったり
するなどしました。
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